
2 款 1 項 12 目

17 年度 設定なし

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 25年度以前 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度以降

68,000 68,000 68,000 68,000 68,000 340,000

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 5年間の実績

管理運営費（総事業費） 千円 55859 73000 21000 70296
項目 単位 25年度実績 26年度予定 9月末の実績 26年度実績

一般財源 55,859 72,175 21,110 69,276

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 0 420 0 1,020

0
県支出金 0 0 0 0

人件費 6,914 6,914 3,254 6,760
国庫支出金 0 0 0

7,954
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.85 0.85 0.40 0.85
人件費単価 8,135 8,135 8,135

6,760
合計 0 72,595 21,110 70,296

事業費
直接事業費 48,945 65,681 17,856 63,536
人件費 6,914 6,914 3,254

改善策の
具体的

取り組み

ひとり１台パソコンを実現することで、重複したネットワーク環境を単純化するともに、運用経費削減に努める。

事業費及び財源内訳
項　　　目 25年度決算 26年度予算 9月末の執行状況 26年度決算

事業の目的

伊予市地域イントラネットの管理運用

事業の内容

情報系ネットワーク、インターネット、グループウェア（メール含む）の利用の管理・セキュリティの対策・財務会
計等内部情報システムの整備運用

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

インターネット環境と内部事務システム環境の並行稼動に対応したセキュリティ強化を検討する。

事業の対象 行政組織、職員、インターネット

根拠法令等
伊予市地域イントラネット管理運用規程

事業の性格 法定事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 総務企画課 電話番号（内線）： 508
記入者情報 所属長： 海田 秀司 担当責任者： 高橋 洋司

事務事業名 情報化推進事業
予算科目

総合計画での位置付け
都市基盤の整備
情報・通信基盤の整備

平成26年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業



3二次評価
（所属部長）

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
 情報セキュリテイを強化するため、危機管理マニュアルを策定すること。

課題認識

　情報系ネットワークシステムと文書管理・庶務・財務・給与システムとが同一端末内で入力・処理可能と
なり事務の効率化・利便性が向上した。今後、情報セキュリティの強化を図るため、e-ラーニングによる職
員に対するセキュリティ研修を実施するとともに、システム面からの外部侵入・攻撃への対策を強化し、情
報漏えい防止の徹底を図る必要がある。

二次評価

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 3

Bコスト効率

課題認識

　内部事務システムとして、財務、給与、庶務の業務が稼動した。ひとり１台パソコンの実現により事務面
での効率化は図れたが、インターネット環境との共用であり、情報セキュリティ面での体制強化が新たな
検討課題となった。　引き続き、セキュリティ研修による職員の意識改革により、人的問題によるセキュリ
ティ事故を防ぐとともに、今後はシステム面からの対策強化にも取組みたい。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B

4
受益者負担の適正 3

施策への貢献度 3

市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 3

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

効率性
手段の最適性 3

Bコスト効率 4
受益者負担の適正 3

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 4

目　　標 64413 68000 68000 60000
実　　績 55859 69276 0 0

成果指標

成果指標
管理運営費（総事業費）

指標設定の
考え方

人件費を含めた総費用但し、対象業務の増加、機器の更新などにより、急激な増加が見込まれる。

区分年度 25年度 26年度 27年度 目標28年度



3
経営者会議の最終判断

事業の方向性
下記の点を見直しの上、継続する。

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


